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C 6190：2022  

（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS C 6190:1993 は改

正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本産業規格          JIS 
 C 6190：2022 
 

光ファイバ用光源試験方法 

Test methods for fiber optic test sources 

 

1 適用範囲 

この規格は，スペクトル形状が単一縦モード，又はマルチ縦モードで，発光波長が 400 nm～1 800 nm の，

強度変調されていない連続光を出力する光ファイバコネクタ（以下，光コネクタという。）用出力端子をも

つ光源の試験方法について規定する。試験の内容は，出力光パワー，波長及びスペクトル幅の各試験並び

に強度試験である。 

スペクトル形状が幅広い光源は，この規格の適用範囲の対象とはしない。これに該当する光源は，例え

ば，スーパールミネッセントダイオード（SLD），発光ダイオード（LED），自然放出光増幅（ASE）光源，

白色光源，スーパーコンティニウム（SC）光源などがある。このうち，SLD，LED 及び ASE については，

附属書 B に仕様などの補足を示す。 

注記 1 単一縦モード光源に該当するものは，例えば，分布帰還形半導体レーザ（DFB-LD），分布反射

形半導体レーザ（DBR-LD），ファイバレーザなどがある。 

注記 2 マルチ縦モード光源に該当するものは，例えば，ファブリペロー形半導体レーザ（FP-LD），面

発光レーザ（VCSEL）などがある。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 1002 電子測定器用語 

JIS C 6183-1 光スペクトラムアナライザ－第 1 部：試験方法 

JIS C 6183-2 光スペクトラムアナライザ－第 2 部：校正方法 

JIS C 6184 光ファイバ用光パワーメータ試験方法 

JIS C 6186 光ファイバ用光パワーメータ校正方法 

JIS C 6802 レーザ製品の安全基準 

JIS C 6830 光ファイバコード 

JIS C 6831 光ファイバ心線 

JIS C 6832 石英系マルチモード光ファイバ素線 

JIS C 6835 石英系シングルモード光ファイバ素線 

JIS C 60068-2-6 環境試験方法－電気・電子－第 2-6 部：正弦波振動試験方法（試験記号：Fc） 

JIS C 60068-2-31 環境試験方法－電気・電子－第 2-31 部：落下試験及び転倒試験方法（試験記号：


